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財団法人 日本サッカー協会 

平成 21 年度 第 7 回理事会 

協議事項 

 1. 国際マッチメイク委員長 交代の件 

  国際マッチメイク委員長を、以下の通り交代したい。 

 

現）田嶋 幸三 専務理事   →  新）原 博実 特任理事 

なお、田嶋専務理事は、国際マッチメイク委員を退任する。 

 

 2. 国際委員およびアジア貢献委員 追加の件 

  （協議）資料№１ 

 

（１）以下の両名を国際委員として追加したい。 

委 員：奥村 幹夫（おくむら みきお）／Maritima 社取締役（在ブラジル） 

委 員：中島 勇一郎（なかじま ゆういちろう） 

／クリムゾンフィーニクス代表取締役

（２）中島氏はアジア貢献委員にも追加したい。 

委 員：中島 勇一郎 

（３）推薦理由 

①奥村氏 

南米在住の国際委員は、現在 アルゼンチンの北山 朝徳 氏が南米連盟やアルゼンチン

協会から深い信頼を得ている。アルゼンチンと並ぶ南米の雄であるブラジルは、2014

ＦＩＦＡワールドカップ及び 2016 年オリンピックの開催国であり、今まで以上に親密

な関係を築いていきたい国である。 

サッカーへの長い関わりを持ち、ビジネス事情にも明るいサンパウロ在住の奥村氏を

国際委員に追加して北山委員と連携していただき、ＪＦＡの南米における活動を一層

サポートしていただきたい。 

②中島氏 

1987 年より一貫して金融界の最前線で仕事をされてきた、国際企業会計、Ｍ＆Ａに明

るい金融の専門家である。国際折衝に際し必要とされる国際会計、財務の専門知識に

ついてサポートして頂ける人材として適任である。 

（４）略歴 添付別紙のとおり 

 

【参考】 

国際委員（敬称略） 

＜在日本＞ 

小倉 純二（委員長）、田嶋 幸三（副委員長）、森 健良、北澤 豪、 

佐々木 一樹、濱口 博行、藤田 一郎、傍士 銑太、クルム伊達公子、松﨑 康弘、
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岡田 武夫 

＜アジア在住＞ 

細田 利江（シンガポール）、金次 功（中国）、美濃村 洋一（ＵＡＥ） 

＜南米在住＞ 

北山 朝徳（アルゼンチン） 

＜欧州在住＞ 

渋谷 英秋（イギリス）、古川 秀雄（フランス） 

 

アジア貢献委員（敬称略） 

＜全員在日本＞ 

田嶋 幸三（委員長）、小倉 純二、濱口 博行、藤田 一郎、岡田 武夫、 

森 健良、戸塚 隆、田中 琢二、上田 栄治、魚屋 将 

 

 3. 競技会委員 交代の件 

  ＜競技会委員会＞ 

 

現）委員（技術） 布 啓一郎 → 新）委員（技術） 吉田 靖 

   

 4. 試合イベント時間表記 統一の件  

  （協議）資料№２ 

 

試合イベント時間の表記方法はこれまで統一されていなかったが、国際的な基準に合わせ、

以下の通りとしたい。 

 

【試合時間表記（分）】 

＜統一前＞ 

国内大会： 秒単位切り捨て 

日本代表戦などの主要国際大会：秒単位切り上げ 

＜統一後＞ 

ＪＦＡが主催する全ての大会：秒単位切り上げ 

【ロスタイム表記】 

＜統一前＞ 

国内大会： なし 

※ロスタイム以降はすべて、44 分（前半ロスタイム）、

89 分（後半ロスタイム）、104 分および 119 分（延長

戦ロスタイム）で表示 

日本代表戦などの主要国際大会：時間（46…、91…）＋分 

※旧ＦＩＦＡ方式 

＜統一後＞ 

ＪＦＡが主催する全ての大会：時間（45、90、105、120）＋数字（1、2、3…）分 
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※ＦＩＦＡおよびＡＦＣ、ＵＥＦＡ等で現在使用され

ている方式 

【適用時期】 

原則として 2010 年度より 

 

【備考】 

これまで行われた大会において、試合イベント時間を切り捨て表示している試合記録は

さかのぼって修正しない。 

 

 5. レフェリーカレッジ 2010（７期生）入学生選考の件 

  （協議）資料№3 

 

地域審判委員会からの推薦審判員および審判トレーニングセンターにおける優秀審判員を

選考し、次の４人を 2010 年レフェリーカレッジに入学させることとしたい。 

 

(１)地域審判委員会推薦者 

地域から推薦された５名の応募者に対して、書類審査、体力・競技力テスト(６月 27

日)、実技テストおよび面接(８月 26 日～27 日)を実施し、選考。 

 荒木 友輔/あらき ゆうすけ(関東/東京都：23 歳：大学生) 

 宇田 賢史/うだ けんし(関東/東京都：23 歳：公務員) 

(２)地域審判トレーニングセンター 

地域審判トレーニングセンターにおける成績(地域トレセンでの参加態度、レフェリ

ング技術、体力、知識、人間性、将来性等)をもとに選考。 

 清水 勇人/しみず はやと(関東/千葉県：26 歳：会社員) 

 三原 純/みはら じゅん(中国/島根県：28 歳：公務員) 

 

 6. 『なでしこゴール！』推薦の件 

（協議）資料№4 

 

2009 年 11 月 5 日に講談社から発行された『なでしこゴール！』（協力：なでしこリーグ、

日本サッカー協会、Ｊリーグ、日本フットサル連盟）を日本サッカー協会の推薦の書とし

たい。 

その理由は、以下に記す通り、サッカー選手を目指す女子選手に有益な情報が記載されて

いるうえ、ケガ予防、食育、体調管理など選手に必要な実用的情報が専門家の解説によっ

て分かりやすく掲載。なでしこリーグ、なでしこジャパンの選手の紹介やアドバイスが網

羅され、楽しんで読める内容となっている。女子サッカーの普及にも寄与する書と考える。

 

＜ＪＦＡ推薦出版物＞ 

(１)題 名：『なでしこゴール！』 

(２)仕 様：Ｂ5判、ソフトカバー、98 ページ 
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(３)著 者：砂坂美紀、大住良之、後藤健生、江橋よしのり（共著） 

(４)発 行：講談社 書籍第二販売部 

(５)発行日：2009 年 11 月 5 日  

(６)発行部数：3,500 部（本体価格 税込み 1,470 円） 

(７)対 象：小学校高学年～高校女子選手、保護者、指導者 

(８)テーマ：成長期にある女子の身体や心に合った遊びや練習法、ケガ予防、食事、体調

管理、将来の夢などを専門家が解説。さらに、現役なでしこリーガーもアド

バイス。  

(９)構 成：巻頭まんが：なでしこジャパン、世界チャンピオンへの道！ 

     第 1 章：サッカーが好きになる魔法、教えます。 

     第 2 章：あなたに合った上達法とは？ 

     第 3 章：現状と将来をみすえて 

(10)その他：9歳から読める分かりやすい文、写真とマンガなどで説明 

 

 


